女が 最上の 誇りと する、 それ は、 こんな 日常の 用意 か 

ら 来て ゐ ると 言って よい かと 思 ふ。 

日本の 女の人で も 花柳界な どに は、 よほど この 声の 

練習が あり、 たしな みが あるら しいが、 動機 も 目的 も 

全く 違 ふ。 普通の 社会 だと、 日本語 を 綺麗に しかも 明 

瞭、 的確に 話さう とする 人が あるかな いか？ 言葉 を 

愛し、 言葉 を 惜しみつ ゝ、 対 者に よき 感じ (殆ど 芸術 

的な 感じ) を 与へ、 また 十分の 理解 を 得させよ うとし 

て 、 言葉 の 発音 や 調子 や 組立 てにまで 始終 気 を つけて 

ゐる 日本の 女 は、 割合にす くないの では あるまい か？ 

紅 や 白粉で 面 上 を 糊塗す る 事 は 知って ゐて も、 腹の 底 



正確 (？) に 表示す る 術 を 心得て ゐ るので ある。 や、 

警句め いた 言 ひ 方 を すれば、 彼等 は、 最も 言葉の 選択 

に 苦しんだ 時で さへ、 少く とも その 苦し さ を、 最も 巧 

みな 言葉で 表現し 得る 国民で あると 云 ひたい。 

かう いふ 国民 は、 一 面に、 言葉の ための 言葉 を 弄し、 

談話の ための 談話に 淫 する 弊に 陥る こと は 免れ 難く、 

その 点、 東洋に 於いて は、 かの 支那 人に 比すべき 節 も 

ないで はない が、 私 は、 この 「語られる 言葉」 の 訓練 

に 於いて、 必ずしも 仏蘭西 人 を 引合に 出す 必要 はない 

と 思 ふので ある。 言葉の 上で 最も ギコチ なくさ へ 見え 



な 問題で ある。 た、 V、 この 問題が、 「語られる 言葉」 の 

美 を 殆んど 決定的に 闡明 する 問題で ある こと を 云 ふに 

止めよう。 

「ぶっきら棒な 物言 ひ」 が 時に 好感 を 与へ、 「如才な さ」 

が往々 反感 を 招く が 如き は、 「語られる 言葉」 と、 人物 

の 性格、 教養な どとの 関係 を 遺憾な く 語って ゐ るが、 

こ、 に また 職業の 問題が ある。 ある 職業に は その 職業 

を 反映した 言葉 遣 ひとい ふ ものが ある。 軍人ら しい 物 

の 言 ひ 方 も あれば、 商人ら しい 物の 言 ひ 方 も あり、 教 

師 らし いのも あれば、 職人ら しいの も あり、 芸者ら し 

いのも ある。 その いづれ を 取っても、 たゾ、 それだけ 



の 女の 喉から 絞り出される 男の 声、 (実は 男の 喉から 

絞り出される 女の 声) を 聞く と、 無駄な 努力 だと 思 ふ。 

西洋で は、 女優が 男の 役に 扮 する ことがあ るが、 そ 

れは 常に 年少の 男で ある。 男女の 声が、 まだ それほど 

はっき リ 区別され ない 前の 男の 声 は、 中年の 女優が さ 

ほど 無理 をせ ずに 出し 得る 声で ある。 

次に、 声 を 年齢に よって 区別す る ことができる。 年 

寄の 声と 若い ものの 声 —— これ は 男女の 区別 ほど 厳密 

でない らしい。 年寄で 声 だけ 若い からといって、 そん 

なに を かしくな く、 若い ものが、 比較的 老けた 声 を 出 

しても、 それほど 嗨 きづら くない。 何れも 極端で は 困 



日本人の 生理的 弱点 は、 到底 欧米人と 所謂 「美声」 

とい ふ 点 で の 感覚的 魅力 を 争 ふ こと はでき ないか もし 

れぬ。 しかしながら、 われに また 残された 一 つの 領域 

が ある。 

舞台の 俳優に ついて 云へば、 「美声」 は 美貌と 同様、 

最も 貴重な 「道具」 であるが、 それと 同時に 最も 危険 

な 武器で ある。 なんと なれば、 ブレモン 教授の 説を俟 

つまで もな く、 彼等 は その 「美声」 を 侍んで、 その 声 

に 総て を 委ねる 弊に 陥る からで ある。 つま リ、 「芸」 に 

求むべき もの を、 「声」 に 求める 過ち を 犯す からで ある _ 

劇場に 於いても また、 「美声」 は 必ずしも 「立派な 声」 



ではない。 

日本語の 発音 は、 そんなに むづ かしくない。 非常に 

合理的な だけに 単純 を 極めた もので、 「文字」 を 離れた 

発音 だけなら、 外国人で も 一 日で 練習が できる だら う。 

そこへ 行く と、 外国語の 中には、 なかなか、 面倒な 発 

音が ぁリ、 十 年 かかっても 容易に 卒業ので きない 発音 

が ある。 仏蘭西 語で 云へば in, up eu,r, の 如き は、 外 

国人で 完全に 発音し 得る もの は 稀で あらう。 



れ のみで 人間の 思想 感情 を 的確に 伝へ る ものである。 

そこから、 黙劇が 成立す るので あるが、 そして、 日本 

人 は 最も 黙劇のへ たな 国民で あるが、 それ は それと し 

て、 「語られる 言葉」 の 伴奏者た る これらの 一 切の 要素 

は、 それ 自身、 必要 以上に 「目立つ」 とい ふこと も禁 

物で ある。 以下、 身ぶ り、 手つき 一 切 を 含めて 「表情」 

と 呼ぶ， j とに する。 

日本人が 無表情で あると いふの は 外国人の 批評で、 

実は、 日本人の 表情が 彼等に は 不可解な ので あるから、 

そんな 批評 は 意に 介す るに 足らぬ が、 私に 云 は せれば、 

日本人の 表情 は、 あまり 上手で はない。 上手で はない 



「ピトレ スク」 な 美し さし かもって ゐ ない。 遠くから 

眺める 風景であって、 その 懐に 抱かれたい 自然で はな 

ヽ o 

レ 

この 議論 はこの くら ゐ にして おいて、 さて、 日本人 

の 表情 は、 かくの 如く 「言葉」 の 一 要素と して、 最も 

不適当な 条件 を備 へて ゐ るので あるが、 これ また、 さ 

ほど 悲観す るに も 当らない ので ある。 なぜなら、 表情 

も 亦、 かの 「声」 に 於け る 如く、 その 魅力 は、 必ずし 

も 「言葉」 と 遊離して 批判 さるもの ではなく、 殊に、 

所謂 「表情の 巧 さ」 は、 決して、 「精神的 美し さ」 を 表 

示す る 最後の 方法で はない からで ある。 



七 「語られる 言葉」 の 芸術 

われわれの 日常生活 は 誠に 殺風景な もので、 「語ら 

れる 言葉」 の 多く は、 月並な、 生彩に 乏しい、 た、 V 単 

に 「用事 を 足す」 だけの 言葉で ある。 たまたま、 面白 

い 言葉 を 耳に はさんでも、 それ は、 一 分 間と は 続かな 

いので ある。 これ は、 現代の 日本の やうな 国で は 己む 

を 得ない ことで あらう。 しかしながら、 この 「最も 快 

き 瞬間」 に、 少しで も 度々 出会 ふこと を 望む のが、 生 

活を 愉しみ、 文化 を 愛する 人々 の 常で ある。 

この 点で、 幾分 恵まれて ゐる とさへ 思 はれる 西洋人 



でも、 日常生活の 中 だけで は 満足して ゐ ない。 

それなら、 どこに それ を 求める か。 「語られる 言葉」 

の 美が、 最も 輝 やかし い 魅力と なって われわれ を 包む 

世界が た y 一 つ あるので ある。 

それ は、 いふまで もな く、 劇場で ある。 

劇場 は 固より、 その他の 要素から も 成って ゐる。 し 

かしながら、 「語られる 言葉」 の 美 だけ は、 劇 以外に 於 

いて これ を 完全に、 十分に 味 ふこと はでき ない、 とい 

ふ 一 事 を、 私 は 人類の ために 悲しみ、 また、 俳優の た 

めに 誇りた く 思 ふので ある。 

寄席の 落語 や 講釈 は、 なるほど、 「語られる 言葉」 の 



著しい 例で あるが、 ラ ヂォ. ドラマ は、 特に、 この 想 

像 力 を 極度に 利用す ベ き 表現形式 を 取らねば ならぬ。 

雨が 降って ゐる。 —— 舞台で なら、 本 雨 を 降らす こ 

ともで きる し、 雨の 音と、 人物の 動作 や 表情で、 直接、 

これ を 見物に 伝へ る ことができ るので あるが、 ラヂォ 

では、 やはり、 人物 をして、 雨が 降って ゐる こと を 「語 

らせ」 なければ ならぬ。 さう すれば、 雨の 音 は 第二で 

ある。 その 語らせ 方が、 第一 に 問題になる。 

雨が 降って ゐる。 —— 雨脚が 光る。 庇に あたる 雨の 

音。 人が 空 を 見上げる。 硝子 戸 をし める。 外から 帰つ 

て 来た ものが、 傘の 水 を ふり 払 ふ。 かう いふ 情景 や、 



き は、 徒らに 「耳から 眼へ」 の 神経 を 疲労させる ばか 

リで、 「心に」 想へ る 何もの も 残さぬ 結果に 陥る 場合が 

多い。 「見ようと しても 見えぬ もどかし さ」 を 与へ て 

はならぬ。 「おの づ から 見えて 来る 面白さ」 が、 ラヂ 

ォ • ドラマの 一 つの 新しい 天地で あると 思 ふ。 

この 意味で、 どうせ 「眼 は 不用」 なの だから、 密閉 

された 場所と か、 真暗な 処で 起って ゐる 事件が ラヂ 

ォ. ドラマ 向きの 場面で あるな どと 考へ るの は、 単純 

な考へ 方で あると 思 ふ。 人間 は 密閉され た 場所 や 真暗 

な処で 起って ゐる 事件 ほど、 「眼で 見たい」 ので ある。 

これく らゐ 「もどかしい」 もの はない ので ある。 しか 



も、 さう いふ 場面 は、 実際の 舞台で 幕 をお ろした まま、 

或は、 舞台 を 真暗に して 演じれば、 それでい いので あ 

る。 ほんた うなら、 さう いふと ころ は 小説に 書く 方が 

よろしい。 

ラヂォ • ドラマ は、 寧ろ、 実際の 舞台で は 現 はし 得 

ない 場面 を 選ぶ か、 限られた 舞台で は 想像の 範囲 を 狭 

めら れる やうな 情景 を 求める のが 自然で あり、 得策で 

ある。 

ラ ヂォ. ドラマの 一形 式と して、 私 は、 前に 述べた 

- ^面 物 fjll 口」 風の もの を 想像して ゐる。 あれ を あの 形 

式で、 創作に すれば よい。 日本の 新しい 戯曲の 誕生が、 



よって 肉声 化さるべき かを考 へる 基礎 条件で ある。 然 

るに、 俳優 は、 自己の 精神的 肉体的 素質の 総て を r 材 

料」 として、 作者の 空想 を 実在 化し、 これ を 観客の 「眼」 

と 「耳」 とに 想へ て、 最も 有効に リズミカルな 舞台 上 

の 生命 を 醸し出す 一個の 芸術家な ので あるから、 劇的 

作品 中の 一人物に 扮 するとい ふこと は、 その 人物ら し 

き 肉体的 条件 を 準備す ると 共に、 その 人物ら しき 精神 

的 条件 を さへ 何等かの 方法に よって 充 たさなければ な 

らぬ。 もちろん、 作品の 構成 は その 内容と 共に 人物の 

アクション 

「行為」 を 規定し、 その 「行為」 によって、 ある 程度 

まで 人物の 精神的 条件 は 表示され るので あるが、 その 
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